
   

「
日
本
平
和
大
会
ｉ
ｎ
富
士
山
」
が

１０
月
３１
日
と
１１
月
１
日
、
静
岡
県
御

殿
場
市
で
開
催
さ
れ
、
大
阪
か
ら
２８
人

が
参
加
。
大
会
後
、
畑
田
重
夫
代
表
理

事
と
懇
談
し
た
母
親
連
絡
会
の
女
性
ひ

と
り
が
会
員
・
新
聞
読
者
と
な
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
以
下
、
参
加
し
た
２
人
の

感
想
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

青
年
３
人
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
新
幹
線
三
島
駅
前
で
バ

ス
に
乗
り
、
キ
ャ
ン
プ
富
士
と
い
う
米

軍
基
地
の
あ
る
「
東
富
士
演
習
場
」
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
に
出
か
け
ま
し
た
。
同
演

習
場
は
山
手
線
が
す
っ
ぽ
り
入
る
ほ
ど

の
広
さ
を
も
ち
、
静
岡
が
面
積
比
全
国

第
３
位
の
「
基
地
県
」
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。 

次
に
開
会
集
会
。
全
国
か
ら
１
１
０

０
人
が
参
加
し
、
沖
縄
や
静
岡
、
神
奈

川
な
ど
の
県
代
表
や
青
年
た
ち
が
戦
争

法
案
反
対
運
動
や
米
軍
基
地
建
設
や
強

化
に
反
対
す
る
活
動
に
つ
い
て
力
強
く

発
言
し
ま
し
た
。 

 

主
催
者
報
告
は
、
「
『
海
外
で
戦
争

す
る
国
』
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、

い
ま
こ
の
道
を
転
換
す
る
こ
と
が
、
切

実
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
名
護
市
辺

野
古
で
の
新
基
地
建
設
反
対
の
た
た
か

い
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
新

し
い
平
和
の
道
を
模
索
す
る
流
れ
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
豊
か
な
展

望
を
大
い
に
語
り
、
『
米
軍
基
地
も
な

い
軍
事
同
盟
も
な
い
、
憲
法
の
輝
く 

新
し
い
日
本
』
へ
の
流
れ
を
広
げ
て
い 

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か 

          

  

け
ま
し
た
。
ま
た
海
外
代
表
の
イ
・
ミ

ヒ
ョ
ン(

韓
国
・
参
与
連
帯
平
和
軍
縮
セ

ン
タ
ー
所
長)

が
連
帯
の
挨
拶
を
し 

ま
し
た
。 

夜
は
全
国
の
若
手
で
集
ま
り
、
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

全
体
会
で
は
、
総
が
か
り
行
動
の
清

水
雅
彦
教
授
の
「
戦
争
法
案
反
対
の
運

動
の
高
ま
り
は
、
中
央
で
の
共
同
の
結

果
だ
が
、
地
方
で
は
ど
う
だ
っ
た
か
？
」

と
い
う
問
い
か
け
、
「
現
憲
法
下
で
も

自
衛
隊
合
憲
と
す
る
人
や
改
憲
派
が
増

え
て
い
る
状
況
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
」
「
軍
事
研
究
者
が
亡
く
な
っ
て
い

っ
て
お
り
、
継
承
者
の
育
成
が
課
題
」

と
い
う
発
言
が
印
象
的
だ
っ
た
。
バ
ク

レ
ー
氏
の
富
士
演
習
場
の
映
像
は
、
見

学
中
止
と
な
っ
た
分
堪
能
で
き
た
し
、

「
ザ
・
思
い
や
り
」
の
上
映
運
動
は
や

る
気
満
々
に
な
り
ま
し
た
。
各
地
の
闘

い
の
報
告
で
は
、
大
阪
、
西
淀
川
に
は

感
じ
ら
れ
な
い
基
地
や
自
衛
隊
の
動
き

を
リ
ア
ル
に
知
る
こ
と
が
出
来
て
、
参

加
し
た
意
義
を
実
感
し
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
、
日
常
生
活
で
は
自
衛
隊

を
意
識
す
る
場
面
が
な
い
の
で
、
分
科

会
「
自
衛
隊
は
ど
う
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
か
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
内
藤
功

氏
は
、
国
会
で
の
共
産
党
議
員
の
内
部

文
書
告
発
か
ら
戦
争
法
の
問
題
点
を
話

さ
れ
、
「
自
衛
隊
問
題
」
を
も
っ
と
勉

強
し
な
い
と
い
け
な
い
と
反
省
し
ま
し

た
。
元
自
衛
官
の
島
袋
氏
の
双
子
の
兄

の
自
衛
隊
訓
練
中
の
事
故
死
亡
に
つ
い

て
の
報
告
は
、
全
体
会
の
追
加
報
告
で

し
た
が
、
戦
争
責
任
を
問
わ
な
い
で
き

た
ツ
ケ
と
い
う
か
、
戦
前
の
軍
隊
精
神

の
亡
霊
が
復
活
し
た
よ
う
な
気
が
し
て

気
分
不
良
に
な
り
ま
し
た
。
育
鵬
社
の

教
科
書
問
題
で
は
、
大
阪
も
採
択
さ
れ

て
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、
横
浜
の
方
か

ら
「
付
帯
決
議
で
副
教
材
で
は
他
社
教

材
も
使
え
る
と
し
た
の
は
す
ご
い
よ
」

な
ん
て
言
わ
れ
て
、
不
十
分
な
運
動
で

も
や
っ
と
し
て
い
た
の
で
変
な
気
持
で

し
た
。
「
憲
法
を
武
器
に
」
「
憲
法
は

裁
判
で
な
く
、
く
ら
し
の
中
で
使
お
う
」

と
い
う
ま
と
め
に
は
納
得
で
し
た
。 

 

閉
会
集
会
は
中
央
公
園
で
あ
り
、
青

年
の
コ
ー
ル
を
先
頭
に
１
２
０
０
人
の

隊
列
が
御
殿
場
駅
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

 
 

来
年
は
三
沢
基
地
の
あ
る
青
森
開
催

な
の
で
、
今
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
貯
め
て
参

加
し
よ
う
と
帰
り
道
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 
私
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め

て
西
淀
か
ら
２
人
が
参
加
で
き
ま
し
た
。 

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
１１
月
２２
日
投

票
の
大
阪
府
知
事
・
市
長
Ｗ
選
挙
に
勝

利
し
大
阪
に
民
主
主
義
と
地
方
自
治
を

取
り
戻
そ
う
と
、
他
の
平
和
友
好
団
体

と
連
日
街
宣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

大
阪
平
和
委
員
会
の
担
当
は
、
地
下 

鉄
谷
町
９
丁
目
駅
。
時
間
は
木
曜
日
を 

        

  

除
く
週
日
午
後
２
時
～
３
時
。
街
宣
ス 

タ
イ
ル
は
「
さ
よ
な
ら
維
新
政
治
」
の

ポ
テ
ッ
カ
ー
を
前
に
各
種
の
大
型
ス
テ

ッ
カ
ー
を
後
ろ
に
さ
げ
る
ス
タ
イ
ル
。 

１１
月
１１
日
は
、
関
西
旅
行
中
の
静
岡

県
平
和
委
員
会
の
小
林
さ
ん
と
東
京
の

友
人
二
人
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

宣
伝
へ
の
往
復
時
に
生
玉
神
社
や
近
松

門
左
衛
門
の
墓
な
ど
観
光
案
内
し
な
が

ら
の
街
宣
行
動
と
な
り
ま
し
た
。 

１１
月
１６
日
は
滋
賀
県
平
和
委
員
会

の
木
村
さ
ん
の
支
援
も
得
て
４
人
で
実 

施
。
紙
メ
ガ
ホ
ン
で
「
知
事
に
は
栗
原

貴
子
、
市
長
に
は
柳
本
顕
」
と
連
呼
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
向
か
い
側
の
道
路
に

止
ま
っ
た
柳
本
顕
候
補
の
宣
伝
カ
ー
か

ら
男
性
運
動
員
が
降
り
て
横
断
歩
道
を

渡
り
「
ご
支
援
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝

さ
れ
る
一
コ
マ
も
あ
り
ま
し
た
。 

投
票
日
前
日
の
２１
日
は
、
関
西
各
府

県
か
ら
の
応
援
を
得
て
午
前
１０
時
か

ら
と
午
後
２
時
か
ら
事
務
所
周
辺
の
路

地
裏
を
歩
き
両
候
補
支
持
へ
の
最
後
の

訴
え
コ
ー
ル
を
す
る
予
定
で
す
。 

   

１０
月
２５
日
「
エ
ア
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

５
」
が
、
自
衛
隊
八
尾
駐
屯
地
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
八
尾
平
和
委
員
会
の
呼

び
か
け
に
応
え
女
性
１０
人
が
参
加
。 

「
戦
争
法
」
成
立
直
後
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
例
年
と
違
っ
て
隊
員
た
ち
の

家
族
を
含
め
参
加
者
全
体
に
「
お
祭
り
」

ム
ー
ド
が
感
じ
ら
れ
な
い
記
念
行
事
で

し
た
。
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
会
場
で
外
国
に
訓
練
に
行
っ
た
と

い
う
若
い
隊
員
に
聞
い
た
ら
『
戦
争
に

は
い
き
た
く
な
い
』
と
の
返
事
だ
っ
た
。

自
衛
隊
員
は
絶
対
に
戦
争
に
行
か
せ
て

は
だ
め
で
す
ね
」
（
大
野
嘉
代
子
さ
ん
） 

「
見
学
し
た
『
広
報
展
示
室
』
に
は
、

す
で
に
南
ス
ー
ダ
ン
と
か
に
派
遣
さ
れ

て
い
る
と
展
示
が
し
て
あ
っ
た
」 

（
間
野
窪
民
子
さ
ん
） 
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《
安
保
中
央
全
国
代
表
者
会
議
》 

全
国
代
表
者
会
議
（
安
保
破
棄
中

央
実
行
委
員
会
主
催
）
が
１１
月
７
日

と
８
日 

那
覇
市
内
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
、
来
年
の
沖
縄
３
大

選
挙(
１
月
宜
野
湾
市
長
、
春
の
県
議

会
、
夏
の
参
議
院)

に
勝
利
し
、
名
護

市
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
阻
止
す
る

運
動
に
大
き
な
は
ず
み
を
つ
け
よ
う

と
１９
都
府
県
か
ら
６５
人
が
参
加
。 

 

会
議
で
は
、
シ
ム
ラ
恵
一
郎
・
宜

野
湾
市
長
選
、
伊
波
洋
一
・
参
議
院

沖
縄
選
挙
区
両
予
定
候
補
、
仁
比
聰

平
・
日
本
共
産
党
参
議
院
議
員
が
来

賓
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
仁
比
議
員
は
、

１０
月
２５
日
の
宮
城
県
議
選
で
共
産

党
議
席
が
倍
増
し
た
「
宮
城
シ
ョ
ッ

ク
」
に
続
き
、
３
大
選
挙
に
勝
利
し

て
辺
野
古
新
基
地
は
許
さ
な
い
と
い

う
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
民
意
を
示
そ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
仲
山
忠
克

弁
護
士
は
、
翁
長
知
事
に
よ
る
公
有

地
水
面
埋
め
立
て
承
認
の
取
り
消
し

表
明
に
伴
う
辺
野
古
新
基
地
を
め
ぐ

る
法
的
た
た
か
い
に
つ
い
て
報
告
。

瀬
長
和
男
・
沖
縄
県
統
一
連
事
務
局

長
は
、
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト

前
の
座
り
込
み
を
暴
力
的
に
排
除
し

よ
う
と
座
り
込
み
参
加
者
数
を
上
回

る
ほ
ど
の
警
視
庁
機
動
隊
（
国
民
の

税
金
を
使
っ
て
高
級
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
に
宿
泊
！
）
が
東
京
か
ら
動
員
さ

れ
て
い
る
と
告
発
し
、
県
外
か
ら
の

座
り
込
み
支
援
の
強
化
を
訴
え
ま
し

た
。
渡
久
地
修
・
日
本
共
産
党
沖
縄

県
議
は
、
翁
長
知
事
に
よ
る
訪
米
は

下
院
議
員
１５
人
と
の
懇
談
な
ど
成
果

を
残
し
た
と
報
告
。 

  

こ
の
あ
と
、
参
加
者
は
全
国
各
地

の
沖
縄
連
帯
や
戦
争
法
案
反
対
運
動

つ
い
て
活
発
な
討
論
と
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
大
阪
平
和
委
や
大
阪
安
保

か
ら
参
加
し
た
４
人
も
毎
月
実
施
し

て
い
る
「
沖
縄
連
帯
１５
日
行
動
」
や

大
阪
若
者
沖
縄
支
援
ツ
ア
ー
（
来
年

２
月
実
施
予
定
）
な
ど
に
つ
い
て
発

言
し
討
論
に
加
わ
り
ま
し
た
。 

《
二
つ
の
座
り
込
み
抗
議
行
動
》 

８
日
会
議
終
了
後
、
参
加
者
は
バ

ス
で
、
右
翼
の
宣
伝
カ
ー
数
台
が
大

音
量
ス
ピ
ー
カ
ー
で
が
な
り
た
て
る

中
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
に

到
着
。
右
翼
が
去
っ
た
後
テ
ン
ト
前

で
紹
介
さ
れ
て
か
ら
地
元
の
人
と
一

緒
に
座
り
込
み
。
休
日
の
た
め
工
事

車
両
の
出
入
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
午
後
４
時
前
ゲ
ー
ト
前
に
移

動
し
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
ミ
ニ
デ

モ
行
進
を
し
ま
し
た
。 

 

９
日
は
、
米
軍
ヘ
リ
パ
ッ
ド(

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
着
陸
帯)

工
事
阻
止
の
た

め
座
り
込
み
を
し
て
い
る
東
村
高
江

の
現
場
（
Ｎ
１
テ
ン
ト
）
ま
で
バ
ス

で
行
き
、
伊
佐
真
次
・
日
本
共
産
党

東
村
議
員
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
座

り
込
み
に
参
加
し
ま
し
た
。 

《
本
体
工
事
着
手
は
ウ
ソ
》 

今
回
現
地
に
行
っ
て
わ
か
っ
た
こ

と
は
、
１０
月
２９
日
沖
縄
防
衛
局
が
埋

め
立
て
本
体
工
事
に
着
手
し
た
と
発

表
し
た
け
れ
ど
も
、
実
際
は
ヤ
ー
ド

を
つ
く
る
ま
ね
を
し
た
り
し
て
い
る

だ
け
で
、
「
猛
反
対
し
て
も
無
理
」

と
い
う
無
力
感
を
醸
成
す
る
の
が
狙

い
の
嘘
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

翁
長
知
事
と
稲
嶺
名
護
市
長
の
行 

政
権
限
と
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
沖

縄
県
民
と
全
国
の
運
動
が
本
体
工
事

を
阻
止
し
て
い
ま
す
。 

全
国
か
ら
の
沖
縄
連
帯
支
援
を
強

化
し
ま
し
ょ
う
。 

  
                                  

                                        

              今月の言葉 「人間関係を大切に」 
「老後が見えてきた 50 代後半からは配偶

者や子ども、家族、友人などの周囲の人間

関係を大切にしたい。要するに、経済優先

の生活から人のつながりを中心にした生活

に、価値観をシフトチェンジしていく必要

がある。それがやがて、自分自身を救うセ

ーフティネットとして機能することになる

だろう」（『下流老人 一億総老後崩壊の

衝撃』藤田孝典著 朝日新聞出版）  
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一人のアメリカ人が米軍への思いやり予算の実態を映画化…衝撃の問題作 

 

12 月 18 日（金）１８：３０～ 

吹田市男女共同参加センター 

バクレ―監督のトークあり  

 資料代 500 円 主催 大阪平和委員会 

正月もちのご注文を！ 
《能勢ナイキ基地反対運動 

にゆかりの餅》 
○1 袋（1ｋｇ）―1480 円 
  ＊もちの個数２０～２２個 
  ＊１０袋注文の場合１袋 1280 円 
○入荷日―１２月１７日（木） 
○申し込み方法―所定の申込用紙に必要

事項を記入し大阪平和委員会へＦＡＸ送

付。電話での注文も受け付けます。 

関西初上映！ 
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